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北九州リハビリ報告 

 ９月１日から９月３０日まで平成２１年度

の決算を審議する議会が開催されました。 

 平成２１年度決算を私なりにまとめてみま

すと、①財政の健全化は予定通り進んでい

る、②中学校給食推進、学童保育の全児童

化、乳幼児医療費補助範囲の拡大等、少子

化・子育て対策も順調に進んでいる、③全国

的な不景気等の影響もあり、経済・雇用対策

はあまり進んでいない、④末吉市長時代の負

の遺産であるひびきコンテナターミナル・コ

ムシティー等の再建は上手く進んでいない。

特に埋め立て地を売って借金を返す港湾整備

特別会計は破綻寸前で平成２２年度に一般会

計から繰り入れないと破綻することが明らか

になった。⑤中村よしおが議会で訴えてきた

「全国大会が開催できる運動公園(ひびきコス

モス運動公園）」「小倉北消防署の建て替え」

「障害者スポーツセンターの再整備」は大きく

前進しました。 

 総括すると財政の苦しい中、市長選挙で掲げ

たマニフェストを順調に進めてきているといえ

ると思います。 

 企業誘致、雇用率のＵＰ、市民所得の向上な

ど問題は山積みですが、北橋市政３年目として

は合格点があげられるのではないでしょうか。 

 その他には「北九州市自治基本条例」が上程

されています。これは市民や市のあり方を規定

する条例です。１０月１日施行ですので関心を

持って見ていただきたいと思います。 

当日はたくさんの方に傍聴に来ていただき、ありがとうございました。本会議質

疑の様子は北九州市のホームページのインターネット中継で「中村義雄」で検

索していただければいつでも見ることができます。ぜひご覧になって下さい。 

市長！市民の皆さんに

わかりやすい答弁を 

して下さい！！ 
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本会議質疑を行いました！！ 

２期目４回、通算１１回目（前任期から６１人中最多質問数） 

１ ムダのない効率的な税金の使い方のために 

  （事業評価について） 

＜質問＞ 決算では予算に対しての執行状況（何％使ったのか）を主に審議する。しかしこれでは

本当にムダがなかったのか、効果があったのかがわかりづらく、決算では無駄をなくし効果的に税

金を使うためのチェックが必要である。事業の目標設定や事業仕分け、ＰＤＣＡサイクルの構築等

をすすめていくことでより効果的な税金の使い方ができると考えるが見解を？ 

＜答弁＞ ＰＤＣＡサイクルの構築を現在進めている。できれば平成２３年度の予算編成に活かし

ていきたい。事業仕分けはメリット・デメリット共にあるので今後研究していきたい。 

（注）ＰＤＣＡサイクル：Ｐ（Plan計画）→Ｄ（Do実施・実行）→Ｃ（Check点検・評価）→Ａ

（Action見直し・改善）は事業における業務管理を円滑に進める手法です。４つの段階を繰り返

すことによって業務を継続的に改善します。行政ではＣ（Check点検・評価）とＡ（Action見直

し・改善）が不十分であるため、ムダな事業が行われていると考えています。 

２ 自治会の加入促進について 

＜質問＞ 核家族化・地域の疎遠化が進み地域活動を支えている自治会の役割はますます重要に

なってくる。ところが自治会の現状は１０年間で１３％加入率が下がり、役員は高齢化する等どん

どん運営が難しくなっている。これを解決するためには市職員は全員自治会加入すべきであり、市

職員の加入及び活動参加促進や自治会加入者へのインセンティブを考えるべきと考えるが見解を？ 

＜答弁＞さまざまな加入促進の啓発活動を行っている。職員の加入は今後も進めていく。 

＜再質問＞ 啓発だけでは効果がないことは、ここ数年の加入率の下がり方を見れば一目瞭然であ

る。市職員はより積極的に自治会活動に参加する姿勢を見せるべきであり、啓発だけでは効果がな

いのは明らかなので、インセンティブを検討するべき！ 

３ 障害者スポーツセンターの再整備 

＜質問＞ 現在小倉南区にある障害者スポーツセンターは老朽化が著しく屋内プールやトレーニ

ングルームがないため、多くの障害者の方々から再整備の強い要望があがっていた。中村よしお

はその声を本会議や委員会の中で訴えてきた。昨年「障害者スポーツセンター再整備検討事業」 



５ 八幡病院の再整備について 

が予算計上され、小倉北区の民間スポーツクラブを改修して障害者スポーツセンターとして利活

用することに決まっている。再整備にあたっては当事者の声を聞いているのか？また今まで利用

していた近隣の方等は利用できるのか？当事者の声を聞いてもきちんと工事予算をつけないと意

味がない。市長はどのような姿勢で予算編成に臨むのか？について見解を？ 

＜答弁＞ 当事者の声を大切にし現在意見を伺っている。工事予算は必要な予算を確保したい。

今までの利用者も利用できる施設にする予定。 
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４ 小倉北消防署の移転について 

＜質問＞ 築５２年経過した小倉北消防署は老朽化の問題だけでなく、敷地面積が狭く十分な訓

練や点検もできない等、早期に移転が必要であると本会議の中で訴えてきた。昨年、移転の調査

費が計上され、大手町に移転することが決まった。今後の移転にむけての進捗状況について伺

う。小倉北消防署は東部方面本部であり、移転後３０～５０年後の機能拡張に対応できる敷地面

積の確保が重要と思われる。戸畑消防署が3,000㎡であることからすると、

4,000㎡は必要と考えるが、見解を？ 

＜答弁＞ 移転に向けて現在敷地面積や建築方法等検討中である。移転後

は熊谷出張所を廃止する予定。広さも含めて今後勘案していきたい。 

＜要望＞ 熊谷出張所を廃止するのであれば、小倉南区が消防車が少ない

ため、以前から提案していた新曽根出張所の救急車を配置して欲しい 

＜質問＞ 病院事業は平成21年度単年度で約13億円の赤字、トータルではH22年2月議会で一般

会計から借り入れた12億円を含めると24億円の資金不足となっている。それを解消するために

門司病院を指定管理に若松病院を民間に売却するなど、収支改善に取り組んでいる。一方、市立

病院は民間医療機関を補完する政策医療としての役割があり、八幡病院は小児救急、小児医療、

救急医療の分野において重要な役割を担っている。しかし、老朽化が著しく施設の広さが近代医

療や市民ニーズに対応できていない。そこで一般会計から繰り入れても立て替えが必要と考える

が、見解を？ 

＜答弁＞ 老朽化及び施設の広さ不足は指摘の通りである。建て替えについて

はまずは経営の安定化を図り、その後検討したい。 

＜再質問＞ 建て替えが遅くなればなるほど患者さんや来てくれる医師は離れ

ていく。全国的に有名な小児科の市川院長がいる間に建て替えを検討しなけれ

ば手遅れになる。 

ひび割れ多数、地震に耐

えらない現小倉北消防署 

外壁のタイルが落ちるためネットを張っています→ 

スペースがないため通路はベッドでいっぱい→ 
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北九州市議会議員 中村よしお事務所 

年度予算では基金（貯金）取り崩し額と不用

額（決算での残り）が共に１００億円程度に

なる予定であり、これからは何とか安定して

市政が運営できる見込みです。ただし、平成

２２年度予算では国からの仕送りである地方

交付税等が８６億円増額されており、相変わ

らず国からの仕送り頼みという状況は変わっ

ていません。企業誘致や観

光収入等の自前の収入（自

主財源）が上がってきたと

きに、本来の財政的自立と

いえるでしょう。そのため

にもムダのない税金の使い

方にまず取り組みたいと思

います。 

 平成１８年に今後の北九州市の財政を予

測したところ、財政再建策を何もしなけれ

ば平成２５年には夕張市のように財政破綻

するという衝撃的な見込みがだされまし

た。 

 平成２１年度は末吉市政で行われた公共

事業の借金の年間返済額（公債費）が過去

最高の７３６億円になり、厳しい状況で

す。これを乗り越えるため毎年１００億円

の収支改善を行い何とか財政破綻せずに乗

り越えることができる見込みが立ちまし

た。 

 平成２１年度決算では計画通り１０２億

円の収支改善が達成できました。平成２２

北九州市の財政状況は？ 

この市政報告紙は政務調査費で 

作成しています 

 殺伐とした世の中、潤いのない生活だからこそ

「文化」が大切です。今までの「福祉と医療の中

村」から今年は「文化の中村」にも挑戦します。 

 昭和20年に生まれ、今年65周年を迎える「劇

団青春座」さんの創立６５周年記念公演「武士の

家計簿」に長州藩の医師・蘭学者・兵法学者であ

る大村益次郎役で出演させいただきます。 

 出演を通して「文化」を勉強していきたいと思

います。ぜひ、見に来て下さい！！ 

日時：１１月２０日（土）１８：３０開演 

   １１月２１日（日）１３：３０開演 

会場：北九州芸術劇場中劇場 

前売り券 ３，０００円（中村事務所で販売中） 


